
堀
河
百
首
題

「鷹

狩
」
を

め
ぐ

っ
て

内

藤

愛

子

堀
河
百
首
題

の
特
徴
の

一
つ
と
し

て
、
四
季
の
夏
部
、
冬
部
の
歌
題
の
増
加

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
殊
に
、
冬
部

の
二
十
歌
題
の
う
ち
、

『堀
河
百
首
』
成
立

以
前
に
は
、
勅
撰
集
や
百
首
歌
、
歌
合
等
で
あ
ま
り
取
り
上
げ
ち
れ
て
い
な
い

歌
題
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
碓
q
)
今
回
は
冬
部

の

歌
題
の

一
つ
で
あ
る

「鷹
狩
」
を
取

り
上
げ
て
、
こ
の
歌
題
を
詠
出
歌
人
達
が

ど
の
よ
う
に
捉
え
、
詠
じ
た
か
を
具
体
的
に
検
討
し
、
堀
河
百
首
題

「鷹
狩

」

の
特
徴
を
考
察
し
て
み
た
い
。

鷹
狩
は
、
『万
葉
集
』
以
来
歌
材
と
し
て
見
出
さ
れ
、
『万
葉
集
』
に
お
い
て
、

鷹
狩
を
歌
材
と
し
て
み
え
る
歌
は
五
首

(「a

ρnU
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03

・
03

・
03

・
17

・
17

4

4

4

4

4
)
あ
り
、
そ

の
う
ち
の
二
首

(厂0

8

03

・
葺

4

4
)
は
長
歌

で
あ
る
。

鯔
矢
形
尾
の
鷹
を
手
に
据
ゑ
て
三
島
野
に
猟
ら
ぬ
日
ま
ね
く
月
ぞ
経
に
け
る

鼎
二
上
の
を
て
も
こ
の
も
に
網
さ
し
て
我
が
待

つ
鷹
を
夢
に
告
げ

つ
も

姻
矢
尾
形
の
真
白
の
鷹
を
や
ど
に
据
ゑ
掻
き
撫
で
見

つ
つ
飼
は
く
し
よ
し
も

次
に
、
『堀
河
百
首
』
の
四
季
題
は
屏
風
歌
に
お
い
て
詠
ま
れ
た
歌
材
と
数
多

く
重
な
り
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
屏
風
歌
に
お
い
て

「鷹
狩
」
が
ど
の
よ

う
に
詠
ま
れ
て
い
る
か
を
み
て
み
よ
う
。

屏
風
歌
に
お
い
て
鷹
狩
は
料
歌
と
し
て
み
ら
れ
、
四
季
の
う
ち
、
夏
季
を
除

い
た
す
べ
て
の
季
節
に
み
ら
れ
、
特
定

の
季
節
と
の
関
わ
り
が
な
く
、
冬
季
の

　
　　
　

料
歌
と
の
限
定
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

例

え

ば

、

屏

風

歌

が
極

め

て
多

く

み

ら

れ

る

『
貫

之

集

』

(
『
私

家

集

大

成

中

古

1

』

57
)
を

取

り

上

げ

て

、

「
狩

」
を

題

材

と

し

た

屏

風

歌

を

抽

出

し

て
季

節

に

分

類

し

て

み

る

と

次

の
よ
う

で
あ

る
。

『
貫

之

集

』

で

「
狩

」

の
屏

風

歌

は
、

十

五

首

み
ら

れ

、

十

五

首

を

分

類

す

る

と

「
狩

」

は

三

首

(
39

・
82

・
膈
)

あ

り

、

い
ず

れ

も

秋

季

の
歌

材

が

詠

ま

れ

て

お

り

秋

季

の
も

の
と

捉

え

ら

れ

る
。

「
小

鷹

狩

」

は

、

七

首

(
15

・
16

・
m

・

嬲

.
繝

.
輜

.
躅
)

あ

り

、

秋

季

の
歌

材

に
拠

っ
て

い

る
。

ま

た

、

「
大

鷹

狩

」

は
五

首

(20

・
皿

・
㎜

・
跏

・
鵬
)

で
、

冬

季

の
歌

材

に
詠

じ

ら

て

い

る

。

こ

の

こ
と

か

ら

、

『
貫

之

集

』

の
屏

風

歌

に

お

い

て
、

「
小

鷹

狩

」

は
秋

季

、

「
大

鷹

狩

」
は

冬

季

と
区

別

が

み
ら

れ

る
。

ま

た
、

秋

季

の
料

歌

と

し

て

「
狩

」

や

「
小

鷹

狩

」

の
歌

が
冬

季

の

「
大

鷹

狩

」

よ

り

も

多

く

詠

じ

ら

れ

て
お

り

、

少

な

か

ら

ず

秋

季

の
歌

材

と

し

て

「
小

鷹

狩

」

が
認

識

さ

れ

て

い
た

こ
と

が
知

ら

れ

る

で
あ

ろ
う

。

ま

た

、

堀

河

百

首

題

と

の

共

通

の
項

目

分

類

が
見

ら

れ

る

『古

今

六

帖

和

歌

』

に

お

い
て

、
第

二
帖

の
野

の
項

目

に

、
「
お

ほ

た

か
」
、
「
こ
た

か
」
、
「
お

ほ

た

か

か
り

」
、

「
こ

た

か

が

り

」
と

い
う

分

類

が

な

さ

れ

て

い
る

。

そ

の
う

ち

、

「
お

ほ

た

か

か

り

」

が

七

首

あ

り

、

そ

の

七

首

中

一
首

(㎜

)

は
秋

季

の
詠

歌

で
、

冬

季

の
詠

歌

は

三

首

(
4

尸∂

6

E

・
四

・
m
短

11

1

1

)

で
あ

る
。

だ

が

、

「
こ

た

か

が

り

」

は

六

首

あ

り

、

す

べ

て

秋

季

の
詠

歌

で
あ

る
。

こ

の
よ

う

に

、

「
こ
た

か

が

り
」

は

秋

季

で
、

「
お

ほ

た

か

か
り

」

は

冬

季

の
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歌
材
と
い
う
分
類
意
識
が

『古
今
六
帖
和
歌
』
に
お
い
て
窺
え
る
。

初
期

の
百
首
歌
に
お
い
て
、
「鷹
狩
」
を
み
る
と
、
『順
百
首
』
(『私
家
集
大

成
中
古
1
』
鵬
)
の
冬

の
十
首
の
中

に

「鷹
狩
」
を
詠
じ
た
歌
が

一
首

(615
)

み
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
同
作
者
の
『順
集
』

(『私
家
集
大
成
中
古
1
』

94
)
の
あ
め

つ
ち
の
歌

の
冬
に
、
「鷹
狩
」
を
詠
ん
だ
歌
が

一
首

(悩
)
配
列
さ

れ
て
い
る
。

珊
き

・
す
な
く
の

へ
に
な
ご
ひ
そ
冬
ご
も
り
か
る

へ
き
も

の
か
人
の
こ

・
ろ

は
團
ゑ
こ
ひ
す
る
君
か
は
し
た
か
霜

か
れ
の
野
に
な
は
な
ち
そ
は
や
く
手
に
す

ゑ

こ
の
こ
と
か
ら
、
源
順
は

「鷹
狩
」

が
冬
季
の
歌
材
と
し
て
意
識
し
て
い
た
と

捉
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

以
上

の
こ
と
か
ら
、
屏
風
歌
に
お

い
て

「鷹
狩
」
は
、
「小
鷹
狩
」
と

「大
鷹

狩
」
と
区
別
が
み
ら
れ
、
各

々
秋
季

と
冬
季
と
に
分
れ
て
い
る
。
だ
が
、
初
期

百
首
で
あ
る

『順
百
首
』
に
お
い
て
は
鷹
狩
を
冬
の
歌
材
と
し
て
捉
え
て
い
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
堀
河
百
首
題
に
お
い
て
、
鷹
狩
が
冬
の
歌
題
と
し
て
定
着

す
る
に
当

っ
て
、
『順
百
首
』
と
の
影
響
関
係
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
勅
撰
集
に
お
い
て
、
「鷹
狩
」
が
歌
題
と
し
て
初
出
は
、
『後
拾
遺
集
』

で
あ
り
、
冬
の
部
立
に
三
首

(QJ

4

厂a

OJ
●
9

●
9

qJ

QU

り0
)

の

「鷹
狩

の
歌
」
が
配
列
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
う
ち
二
首

(4

「「U

OJ
●
9

りーU

q
U
)
は

「鷹
狩
を
よ
め
る
」
と
い
う
詞
書
が

付
け
ら
れ
、
も
う

一
首

(593
)
は
障

子
歌
で
あ
る
。

跚
と
や
か

へ
る
し
ら
ふ
の
鷹

の
木
居
を
な
み
雪
け
の
空
に
あ
は
せ
つ
る
か
な

謝
う
ち
は
ら
ふ
ゆ
き
も
や
ま
な
ん

み
か
り

の
の
き
き
す

の
あ
と
も
た
つ
ぬ
ば

か
り
に

跚
は
ぎ
は
ら
も
し
も
が
れ
に
け
り

み
か
り
の
は
あ
さ
る
き
き
す
の
か
く
れ
な

き
ま
て

『後
拾
遺
集
』
以
後
の
勅
撰
集

に
お
い
て

「鷹
狩
」
は
、
冬
の
歌
題
と
し
て

配
列
さ
れ
、
冬

の
歌
題
と
し
て
の
定
着
が
窺
え
る
。

歌
合
の
歌
題
と
し
て

「鷹
狩
」
の
初
出
は
、
長
暦
二
年
晩
冬
権
大
納
言
師
房

歌
合

(『平
安
朝
歌
合
大
成
3
』
蛎
)
で
あ
り
、
冬
の
歌
題
の

一
つ
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。左

弁
乳
母

聡
御
狩
野
の
た
か
く
き
こ
ゆ
る
鈴
の
音
に
し
の
ぶ
る
雉
を
思
ひ
こ
そ
や
れ

右

宮

内

貿
箸
鷹
の
と
ぶ
尾

の
鈴
の
音
す
な
り
野
辺

の
雉
子
は
立
つ
空
も
あ
ら
し

以
上
の
こ
と
か
ら
、
歌
題
と
し
て
の

「鷹
狩
」
は
、
長
暦
二
年
晩
冬
権
大
納

言
師
房
歌
合
や

『後
拾
遺
集
』
に
冬
季

の
歌
題
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

「鷹

狩
」
が
冬
季

の
歌
題
と
し
て
定
着
し
た
の
は
比
較
的
新
し
い
と
言
え
よ
う
。
ま

た
、
屏
風
歌
や

『古
今
六
帖
和
歌
』
で
詠
ま
れ
て
い
た

「小
鷹
狩
」
は
、
勅
撰

集
に
お
い
て
秋
季

の
歌
題
と
し
て
見
ら
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に

『
堀
河
百
首
』
に
お
い
て
、
「鷹
狩
」
が
冬
の
歌
題

の

一
つ
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
少
な
か
ず
、
初
期
百
首
歌
で
あ
る

『順
百
首
』
の

影
響
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
『堀
河
百
首
』
以
降
の
勅
撰
集

に
お
い

て
、
冬
の
歌
題

の

一
つ
と
し
て
配
列
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
冬
の
歌
題
と
し
て

定
着
化
の
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
る
。

次

に
、

堀

河

百

首

詠

出

歌

人

達

が
歌

題

「
鷹

狩

」

を

ど

の
よ

う

に

捉

え

、

詠

じ

た

か

を

旦
ハ体

的

に
検

討

を

加

え

て

み

よ
う

。

堀

河

百

首

題

「
鷹

狩

」

の
十

六

首

の
う

ち

、

半

数

以

上

で
あ

る
九

首

が
歌

枕

、

地

名

を

詠

み

入

れ

て

い

る
。

『
堀

河

百

首

』
以

前

の

「
鷹

狩

」

の
歌

題

や

屏

風

歌

に

は

、
歌

枕

、
地

名

を

詠

み

入

れ

た
歌

例

が

管

見

の
範

囲

で
見

当

た

ら

ず

、
『
堀

河

百

首

』

の

「鷹

狩

」

の
特

徴

の

一
つ
と

捉

え

ら

れ

る

。

「
鷹

狩

」
に
詠

ま

れ

た

歌

枕

、

地
名

を

挙

げ

て

み
る

と
、

九

首

の
う

ち

、

「
交

野

」

は
六

首

(0

4

5

7

8

1ー亠

06

・
06

・
06

。
06

・
06

・
㏄

1

1

1

1

1

1

)

と
多

く

、

「
石

瀬

野

」

(㎜

)
、

「
う

(52)



だ

L

(
3601

)
、

「
比

良

」

(
㎜

)

は

、

各

々

一
首

ず

つ
で

あ

る

。

そ

れ

ら
各

々

の
歌

枕

、

地

名

に

つ

い

て
検

討

を

加

え

て

み

た

い
。

ま
ず

、

「
交

野

」

を

取

り

上

げ

て

み

よ

う

。

「
交

野

」

は

、

河

内

の

歌

枕

で
、

現

在

の
交

野

市

だ

け

で
な

く

枚

方

市

を

含

め

た

広

い
範

囲

で
あ

る
。

当

地

は

、

桓

武

天
皇

以

来

、

禁

裏

御

料

の
野

と

さ

れ

、

狩

猟

の
場

と

し

て
ば

か

り

で

な

く

、

景

勝

の

地

で
も

あ

っ
た

こ

と

は
、

『
伊

勢

物

語

』
第

82

段

「
渚

の
院

」

や

『
枕

草

子

』

「
野

は
」
等

に
も

み

え

、

か

な

り

有

名

で

一
般

化

し

た
歌

枕

、

地

名

と

言

え

る

。
「
交

野

」

を

詠

み
込

ん

だ

歌

六
首

の
う

ち

、

「
交

野

」

は

二

首

で
、

「
交

野

の

原

」
二

首

、

「
交

野

の

里

」

一
首

、

「
交

野

の
を

野
」

一
首

に

分

け

ら

れ

る

。

「
交

野
」

の

二
首

(
8

■■■

06

・
㎝

1

1■亠)

は

、

　鵬

と

や

か

へ
る

た

な

れ

の
鷹

を

手

に
す

ゑ

て
雉

子
鳴

く

な

る

片

の

べ
そ

行

く

㎜

御

狩

人

ち

か

く

成

行

く
す

ず

の
音

を

か

た

の

の
き

ぎ

す

い

か

が

き

く

ら

ん

で

「交

野

」

と

「
雉

子

」

を

詠

じ

て

い

る
。

こ

の
詠

み
合

せ

の
例

歌

は

、

多

く

み
ら

れ

、

一
般

化

さ

れ

た
詠

み

合

せ

と

い
え

る

。

だ

が
、

「
雉

子

な

く

」
と

雉

子

を

聴

覚

的

に
捉

え

、

し

か

も

「
交

野

」

と

共

に

詠

ま

れ

て

い
る

早

い
時

期

の
例

歌

と
し

て

、

『
曽

根

好

忠

集

』

跚

(
『
私

家

集

大

成

中

古

1
』

鵬

)

が
挙

げ

ら

れ

る

。跏
き

き

す

な

く

か

た

の

の

は
ら

を

す

き

ゆ

き

て

は

木

の
葉

も

こ
と

に
色

つ
き

に
け

り

少

な

か

ら

ず

、

こ

の
歌

の
影

響

を

受

け

た

推

察

も

可
能

で
あ

ろ
う

。

「
交

野

の
原

」

は

、

二

首

(
厂nJ

7

nhU

6

0

●
0

1■l
l

)

み
ら

れ

、

『
堀

河

百

首

』

成

立

以

前

に

は

、

管

見

の
範

囲

に

お

い
て

歌

例

と

し

て

、

前

掲

の

『
曽

根

好

忠

集

』

跚

の

一

首

見

出

さ

れ

る

の

み

で
あ

る

。

殊

に
、

藤

原

基

俊

の
歌

(㎜

)

は
、

好

忠

の
歌

(
752
)

の
上

二
句

を

用

い

て

た

詠

歌

と

捉

え

ら

れ

る

で
あ

ろ

う

。

ア鵬

や

か

た

尾

の
鷹

手

に
す

ゑ

て

朝

た

て

ば

か

た

の

の
原

に

き

ぎ

す

な

く

な

り

ま

た
、

「
交

野

の
原

」

は
、

『江

帥

集

』

36

(『
私
家

集

大

成

中

古

11

』

51
)

に

詠

ま
れ
て
い
る
。

36
ち
は
な
ぬ
く
か
た
の

・
は
ら
の
つ
ほ
す
み
れ
わ
か
む
ら
さ
き
に
い
う
そ
か

へ
よ
る

こ
の
よ
う
に
、
「交
野
の
原
」
は

『堀
河
百
首
』
詠
出
当
時
に
は
詠
ま
れ
た
歌

枕
、
地
名
で
あ
り
、
そ
れ
以
後
も
歌
例
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
歌
枕
、
地

名
と
し
て
詠
ま
れ
続

い
て
い
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

次
に
、
「交
野

の
里
」

は
、
源
師
頼

の
歌

(㎜
)
の

一
首
で
、
『堀
河
百
首
』
以
前

に
歌
例

の
な
い
新
奇

な
歌
枕

・
地
名
と
言
え
る
。

　鵬
御
か
り
す
と
な
ら
の
真
柴
を
ふ
み
し
だ
き
か
た
の
の
里
に
け
ふ
も
く
ら
し

つ

匸

ま
た
、

こ
の
歌
以
外
に
は
、
勅
撰
集

に
お
い
て
は

『新
古
今
集
』
に

一
首

(㎜
)

し
か
見
出

せ
な

い
こ
と
か
ら
も
、
「交
野
の
里
」
は
歌
枕
、
地
名
と
し
て
定
着
を

み
な
か
っ
た
と
み
え
る
。

㎜
逢
ふ
事
は
交
野

の
里
の
笹
の
庵
篠

に
露
散
る
夜
半
の
床
か
な

同
様
に

一
首
し
か
な

い

「交
野

の
を
野
」
は
、
源
俊
頼
の
歌

(4601
)
で
、

こ

の
歌
以
前
に
歌
例
を
挙
げ
ら
れ
な

い
歌
枕
、
地
名
で
あ
る
。

　

た

嫻
日
か
げ
さ
す
豊
の
明
の
み
か
り
す
と
か
た
の
の
を
野
に
け
ふ
も
く
ら
し

つ

だ
が
し
か
し
、
「
交
野
の
を
野
」
は
、
『江
帥
集
』
蹣
に
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

『堀
河
百
首
』
詠
出
当
時
に
詠
ま
れ
た
歌
枕
、
地
名
と
言

っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

躅
あ
ふ
こ
と
は
交
野
の
を
野
の
群
す
す
き
を
は
な
か
露
を
む
す
ひ
か
ね

つ
も

ま
た
、
元
永
元
年
十
月
十
三
日
忠
通
歌
合

(『平
安
朝
歌
合
大
成
5
』
嬲
)
の

「鷹
狩
」

の
雅
兼

の
歌

(29
)
に

29
御
狩
す
る
交
野

の
小
野
と
し
り
な
か
ら
な
に
と
雉
子
の
跡
を
求
む
ら
む

と
あ
り
、
『金
葉
集
』
跚
内
大
臣
家
越
後
の
歌
に
詠
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら

「交
野

の
を
野
」
は

『堀
河
百
首
』
詠
出
歌
人
達
と
同
時
代

の
歌
人
達
に
詠

ま
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

跚
理
や
交
野
の
小
野
に
鳴
く
雉
子
さ
こ
そ
は
狩
の
人
は
辛
け
れ

(53)



こ
の
よ
う
に
、
「交
野
」
は
、
詠

み
習
わ
さ
れ
た

「交
野
」
と
し
て
詠
じ
る
の

で
は
な
く
、
「交
野
の
原
」
「交
野

の
里
」
「
交
野
の
を
野
」
と
い
う
よ
う
に
既
成

の
歌
枕
、
地
名
を
基
に
工
夫
が
な
さ
れ
、
「交
野
の
原
」
以
外
は
、
『堀
河
百
首
』

詠
出
歌
人
達
に
拠

っ
た
新
し
い
歌
枕
、
地
名
の
開
拓
が
み
ら
れ
、
そ
の
中
に
は

『堀
河
百
首
』以
降
に
歌
枕
、
地
名
と
し
て
定
着
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
「交
野
」

と
い
う
従
来

の
歌
枕
、
地
名
に
対
し
て
も
詠
出
歌
人
達
の
苦
心

の
跡
が
窺
が
え

る
で
あ
ろ
う
。

「
石
瀬
野
」
は
、
『万
葉
集
』
に
お

い
て
、
二
首

(鰮
・
翊
)
み
ら
れ
、
そ
れ

ら
は
い
ず
れ
も
鷹
狩
が
詠
じ
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
二
首

の
う
ち
、
㎝
は
、
「白
き

大
鷹
を
詠
む
歌
」
と

い
う
詞
書
き
の
大
伴
家
持

の
長
歌
で
、
も
う

一
首
は
、
短

歌

で
、

い
ず
れ
も
秋
萩
が
詠
み
入
れ
ら
れ
、
秋
季

の
詠
歌
で
あ
る
。

翊
石
瀬
野
に
秋
萩
し

の
ぎ
馬
並
め
て
初
鳥
猟
だ
に
せ
ず
や
別
れ
む

「石
瀬
野
」
は
、
越
中

の
歌
枕
、
地
名
で
、
現
在

の
富
山
県
射
水
郡
大
門
町

の
北
方
、
高
岡
市
石
瀬

一
滞

の
地
か
と
さ
れ
て
い
る
。
「
石
瀬
野
」
は
、
『堀
河

百
首
』
成
立
以
前
に
歌
例
が
見
当
ら
ず

、
藤
原
顕
季

の
歌

(㎜
)

の
み
で
、
こ

れ
ら
の
万
葉
歌
を
典
拠
と
し
た
詠
歌
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
殊
に
、
顕
季
の
歌

は
柵
の
長
歌
に

「石
瀬
野
」
や

「白
塗

の

小
鈴
も
ゆ
ら
に

あ
は
せ
遣
り
」
、

「ま
し
ら
ふ
の
鷹
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
長
歌
に
拠

っ
た
も

の
と
言

っ
て

間
違

い
な

い
だ
ろ
う
。

㎜
し
ら
ぬ
り
の
鈴
も
ゆ
ら
ら
に
い
は
せ
野
に
あ
は
せ
て
ぞ
み
る
ま
し
ら
ふ
の

た
か

そ
し
て
、
顕
季

の
詠
歌
は
、
『万
葉
集

』
の
柵
を
本
歌
と
し
、
「
石
瀬
野
」
は
、

『万
葉
集
』
を
典
拠
と
し
た
歌
枕
、
地
名
と
言
え
る
。

こ
の
よ
う
な

「鷹
狩
」
と

「石
瀬
野
」
の
組
合
せ
に
拠
る
歌
が
、
『堀
河
百
首
』

以
降
に
詠
じ
ら
れ
、
ま
た
、
『和
歌
初

学
抄
』
に

「
い
は
せ
野
・
か
り
ば
の
小
野

(以
上
、
鷹
狩
)
」
と
あ
り
、
鷹
狩
の
歌
枕
と
し
て
、
定
着
が
看
取
で
き
る
。
「石

瀬
野
」

が
歌
枕
と
し
て
定
着
す
る
に
当

っ
て
、
藤
原
顕
季

の
詠
歌
が
少
な
か
ら

ず
影
響
を
与
え
た
と
推
察
で
き
る
。

次
に
、
「う
だ
」
も
や
は
り

『万
葉
集
』
に
詠
歌

(皿
・㎜
)
に
み
え
、
そ
の

う
ち
珊
は
出
狩
に
触
れ
た
歌
で
あ
る
。
ま
た
、
記
紀
歌
謡
7
の
来
目
歌
に
も
「う

だ
」
は
見
出
せ
る
。

m
け
こ
ろ
も
を
時
か
ま
け
て
出

で
ま
し
し
宇
陀
の
大
野
は
思
ほ
え
む
か
も

管
見
の
範
囲
で
は
、
『堀
河
百
首
』
成
立
以
前
に
お
い
て
、
「う
だ
野
」
を
詠

じ
た
例
歌
と
し
て

『後
撰
集
』
に

一
首

(4301
)
が
み
ら
れ
る
の
み
で
、
あ
ま
り

詠
ま
れ
て
い
な

い
歌
枕
、
地
名
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

脳
宇
陀
の
野
は
耳
成
山
か
呼
子
鳥
呼
ぶ
声
に
だ
に
答

へ
ざ
る
ら
ん

「う
だ
野
」
は
、
大
和
の
国

の
歌
枕
、
地
名
と
す
る
も

の
と
、
山
城

の
国
の

歌
枕
、
地
名
と
す
る
ニ
ケ
所
見
出
さ
れ
る
。
『五
代
集
歌
枕
』
『和
歌
初
学
抄
』

『入
雲
御
抄
』
は
、
大
和
の
国
と
し
、
現
在

の
奈
良
県
宇
陀
郡
宇
陀
町
の
野
と

し
、
古
く
か
ら
狩
猟
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た

『嵯
峨
野
物
語
』

で
は
、

「代

々
の
御
鷹
場
は
数
十
ケ
所
な
り
。
そ
の
所
お
ほ
し
。
殊
に
宇
多
交
野
御
野

と
申
す
は
。
天
皇
の
御
鷹
場
の
ゆ

へ
な
り
。
」
と
あ
傷
、
現
在

の
京
都
市
右
京
区

宇
多
野
と
し
て
い
る
。

い
ず
れ
も
狩
場
で
あ
り
、
古
く
か
ら
、
「う
だ
野
」
に

つ

い
て
は
二
説
を
め
ぐ

っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

『堀
河
百
首
』
に
お
い
て
、
「う
だ
野
」
を
詠
み
入
れ
た
の
は
、
藤
原
仲
実
の

歌

(㎜
)
で
あ
る
。

㎜
や
か
た
尾
の
ま
し
ろ
の
鷹
を
引
き
す
ゑ
て
う
だ
の
と
だ
ち
を
狩
り
く
ら
し

つ
る

こ
の
歌
は
、
『万
葉
集
』
姻
と

『古
今
六
帖
和
歌
』
㎜
の
詠
歌
を
ふ
ま
え
て

一

首
を
構
成
し
、
「う
だ
野
」
と
い
う
新
奇
な
歌
枕
、
地
名
を
入
れ
て
、
新
し
さ
を

加
味
し
て
い
る
。

姻
矢
形
尾
の
真
白
の
鷹
を
や
ど
に
据
え
掻
き
撫
で
見

つ
つ
飼
は
く
し
よ
し
も

㎜
や
か
た
を
の
ま
し
ろ
の
鷹
を
ひ
き
す
ゑ
て
君
が
み
ゆ
き
に
あ
は
せ
つ
る
か

な
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ま
た
、
『堀
河
百
首
』
の
詠
出
歌
人

で
あ
る
大
江
匡
房

の
歌
集

で
あ
る

『江
帥

集
』
に
、
「う
だ
野
」
を
詠
み
入
れ
た
鷹
狩
の
歌

(1
)
が
あ
り
、
源
俊
頼
の
歌

集

『散
木
奇
歌
集
』
に
も

「う

だ
」

を
詠
み
入
れ
た
歌

(鵬
)
が
見
当
る
こ
と

か
ら
、
「う
だ
野
」
は
、
『
堀
河
百
首
』
詠
出
時
期

の
歌
人
達
に
は
注
目
さ
れ
た

歌
枕
、
地
名
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。

蜘
雪

ふ
か
き
う
た
野
の
み
つ
の
草

が
れ
に
ま
し
ろ

の
鷹
を
あ
は
せ
て
そ
ゆ
く

窺
あ
け
ほ
の
に
う
た
の
く
ろ
よ
り

た
つ
し
き
の
は
ね
か
く
音
や
よ
う
つ
よ
の

か
す

こ
の
よ
う

に
、
「う
だ
野
」
は
、
『
堀
河
百
首
』
成
立
以
前
に
は
、
あ
ま
り
歌

例
が
挙
げ
ら
れ
な

い
が

『堀
河
百
首

』
詠
出
歌
人
達
に
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
「う

だ
野
」
は
、
『万
葉
集
』
を
典

拠
と
し
た
歌
枕
、
地
名
と
考
え
て
間
違

い
な
い
だ
ろ
う
。

「比
良
」
は
、
近
江

の
国

の
歌
枕
、

地
名
で
、
今
の
滋
賀
県
滋
賀
郡
比
叡
山

の
北
の
連
山
に
広
が
る
野
と
考
え
ら

れ
る
。
「
比
良
」
に
関
し
て
の
歌
枕
、
地
名

は

「比
良
山
」
、
「
比
良
高
嶺
」
等
が
あ

る
。
「比
良
山
」
は
、
北
か
ら
こ
の
山
を

越
し
て
琵
琶
湖
に
吹
き

つ
け
る
風
の
激
し
さ
を
詠
じ
た
歌
は

『万
葉
集
』
(㎜
)

に
み
ら
れ
、
詠
ま
れ
続
け
て
い
る
。

硼
楽
浪
の
比
良
山
風
の
海
吹
け
ば
釣
り
す
る
海
人
袖
返
る
見
ゆ

「
比
良
」
に
関
し
て
の
歌
枕
、
地
名
は
、
『堀
河
百
首
』
成
立
以
前
に
お
い

て
、
歌
例
は
少
な

い
。

『堀
河
百
首
』

に
お
い
て
、
「比
良
」
を
詠
み
入
れ
た
の

は
、
源
国
信
の
歌

(9501
)

一
首
の
み

で
あ
る
。

㎜
吹
き
わ
た
す
ひ
ら

の
ふ
ぶ
き

の
寒
く
と
も
ひ
つ
ぎ
の
み
か
り
せ
で
や
ま
め

や
は

だ
が
、
「比
良
山
風
」
や

「比
良

の
高
嶺
」
を
詠
み
込
ん
だ
も

の
が

『堀
河
百

首
』
詠
出
歌
人
達
の
歌
に
見
出
さ
れ
る
。
「
比
良
山
風
」
が

『基
俊
集
』
25

(『私

家
集
大
成
中
古
H
』
70
)
に
あ
り
、
「
比
良
高
嶺
」
は
、
『江
帥
集
』
蹲
や

『六

条
修
理
大
夫
集
』
皿

(『私
家
集
大
成
中
古
H
』
59
)
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
『堀

河
百
首
』
詠
出
当
時
に
は
、
詠
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

25
さ
さ
波
や
比
良

の
山
風
は
や
か
ら
し
波
ま
に
消
ゆ
る
あ
ま
の
つ
り
船

㌶
み
わ
た
せ
は
比
良
の
高
嶺

の
春
霞
ち
と
せ
を
こ
め
て
た
ち
に
け
る
か
な

埖
雪
き
え
ぬ
比
良

の
高
嶺
も
春
く
れ
は
そ
れ
と
も
み
え
す
霞
た
な
ひ
く

ま
た
、
「比
良
」
以
外
の

「
比
良
山
風
」
や

「比
良
高
嶺
」
は
、
『千
載
集
』

や

『新
古
今
集
』
に
、
そ
れ
ら
を
詠
み
込
ん
だ
歌
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

「比
良
」
と
い
う
よ
り
は
、
「
比
良
山
風
」
、
「
比
良
高
嶺
」
と
し
て
『堀
河
百
首
』

成
立
以
降
に
定
着
し
て
い
っ
た
と
推
察

で
き
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
源
国
信
の
歌

(㎜
)
は
、
あ
ま
り
詠
ま
れ
て
い
な
い

「比

良
」
と
い
う
新
奇
な
歌
枕
、
地
名
に
拠

っ
て
吹
雪
の
激
し
さ
を
引
き
、
冬
の
鷹

狩

の
厳
し
さ
を
強
調
し
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
「鷹
狩
」
に
詠
み
込
ま
れ
た
歌
枕
、
地
名
は
、
「比
良
」
以

外
は
す

べ
て
御
料
場

の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
鷹
狩
の
行
わ
れ
る
狩

猟
地

の
あ
る
歌
枕
、
地
名
を
用

い
て
い
る
。

ま
た
、
『堀
河
百
首
』
以
前

の
鷹
狩
の
屏
風
歌
や

「鷹
狩
」
の
歌
合
歌
や
勅
撰

集
に
お
け
る
鷹
狩
の
詠
歌

に
は
、
歌
枕
、
地
名
に
拠

っ
た
例
歌

の
な

い
こ
と
か

ら
、
歌
枕
、
地
名
を
詠
み
込
む
と
い
う

こ
と
は
、
『堀
河
百
首
』
に
お
け
る

「鷹

狩
」
の
詠
法
の
工
夫

の

一
つ
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
「
石
瀬
野
」
や
「う

だ
野
」
や

「比
良
」
の
よ
う
に

『万
葉
集
』
に
典
拠
を
求
め
た
り
、
「交
野
」
の

よ
う
な
従
来
使
わ
れ
て
い
た
歌
枕
、
地
名
に
は
、
詠
み
入
れ
る
に
際
し
て
、
歌

人
達
各

々
が
少
し
ず

つ
変
化
を
付
け
、
苦
慮
し
て
い
た
跡
が
知
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

次

に
、

「
鷹

狩

」
に

お

け

る

歌

語

の
特

徴

に

つ

い
て

み

て

み

よ
う

。

十

六
首

に

お

い

て
、

鷹

の

種

類

が

詠

ま

れ

て

い

る

こ

と

が

挙

げ

ら

れ

る
。

「
鷹

」

は

四

首

(
8

「nJ

7
-

8

05

・
06

・
06

・
06

1

1

1

1
)

で
、

「
し

ら

ふ

の
鷹

」

は
五

首

(
㎜

・
㎜

・
㎜

・
㎜

・
㎜

)

「
は

し

鷹

」

は

二

首

(
O
J

2

ハhU

ワー

0

。
O

1

1
)

「
ま

し

ろ

の
鷹

」

は

一
首

(
㎜
)

で

あ

り

、

鷹

を

詠

み

込

ま

な

い
歌

は

四

首

(
㎜

・
㎜

・
㎜

・
㎜

)

に
す

ぎ

な

い
。
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「し
ら
ふ
の
鷹
」
は
、
白
色

の
斑
点

の
あ
る
鷹
の
こ
と
で
、
『万
葉
集
』
以
来

詠
ま
れ
、
『堀
河
百
首
』
成
立
以
前

の
勅
撰
集
に
お

い
て
は

『後
拾
遺
集
』
鏘

に
、

跚
と
や
か

へ
る
し
ら
ふ
の
鷹

の
木
居
を
な
み
雪
け
の
空
に
あ
は
せ
つ
る
か

な

一
首
あ
る
の
み
で
、
『万
葉
集
』
に
典
拠
を
求
め
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
「
ま
し
ろ

の
鷹
」
も
ま
た
、
歌
例
が
な
く
、
『万
葉
集
』
姻
の
詠
歌
を
典
拠
と
し
た
も

の
と

察
せ
ら
れ
る
。

「
は
し
鷹
」
は
、
『万
葉
集
』
に
詠

ま
れ
て
お
ら
ず
、

『堀
河
百
首
』
成
立
以

前

の
勅
撰
集

に
お
い
て
、
『後
撰
集
』
㎜

(雑

一
)
『拾
遺
集
』
㎜

(雑
恋
)
『後

拾
遺
集
』
鰤

(秋
上
)

の
三
首
が
挙
げ
ら
れ
る
。

皿
わ
す
る
と
は
怨
み
ざ
ら
な
む
は
し
鷹
の
と
か

へ
る
山

の
し
ひ
は
も
み
ち
す

　慍
は
し
鷹

の
と
が

へ
る
山
の
し
ひ
し
ば
の
は
が

へ
は
す
と
も
き
み
は
か

へ
せ

じ
瓣
と
や
か

へ
り
わ
が
て
な
ら
し
し
は
し
鷹
の
く
る
と
き
こ
ゆ
る
す
ず
虫

の
声

そ
れ
ら
は
、
「
は
し
鷹
」
と

「
と
か

へ
る
」
や

「と
や
か

へ
る
」
と
共
に
詠
ま

れ
、
こ
の
三
首
の
う
ち
秋
の
詠
歌
は
鰤

の
み
で
あ
る
。
こ
の
パ
タ
ー

ン
に
拠
る

例
歌
は
数
多
く
み
ら
れ
、
四
季
詠
に
は

み
ら
れ
ず
、
そ
れ
以
外

の
恋
愛
的
内
容

の
人
事
詠
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
『兼
輔
集
』
圏

(『私
家
集
大
成
中

古
1
』
47
)
に

嬲
は
し
た
か
の
と
か

へ
る
や
ま
の
し
ゐ
の
は

・
と
き
は
に
か
れ
ぬ
な
か
を
た

の
ま
む

と
あ
り
、
「は
し
鷹
」
と

「
と
が

へ
る
」
と
共
に
詠
む
パ
タ
ー

ン
は
四
季
歌
と
は

関
係

の
な

い
と
こ
ろ
で
、
定
着
し
た
詠

法
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
「は
し
鷹
」
は
、
小
形
の
鷹
で

ハ
イ
タ
カ
と
呼
ば
れ
、
小
鷹
狩
に
使
用

さ
れ
て
い
た
タ
カ
類
で
あ
る
。
『古
今
六
帖
和
歌
』
に
お
い
て
、
「
こ
た
か
」
の

分
類
が
あ
り
、
そ
の
四
首

の
う
ち
三
首

ま
で
が

「
は
し
鷹
」
を
詠
じ
て
い
る
。

ま

た

、

『
後

拾

遺

集

』

鰤

に

お

い
て

、

「
は

し

鷹

」

が
、

秋

季

の
詠

歌

に
歌

材

と

し

て
見

出

さ

れ

る

。

こ

の
よ

う

に

、

「
は

し

鷹

」
は

「
と

が

へ
る
」

と
共

に

詠

む

パ

タ

ー

ン

の
定

着

が

み
ら

れ

、

小
鷹

狩

に
使

用

さ

れ

た
関

係

か

ら

秋

季

の
歌

語

と

さ

れ

、

勅

撰

集

に

お

い

て
歌

題

と

し

て

は
見

ら

れ

な

い
。

ま

た

、

『
堀

河

百

首

』

に

お

い
て

、

冬

の
歌

題

「
鷹

狩

」

に

、

「
は

し

鷹

」

が

詠

ま

れ

て

い
る

の
は

二

首

(
O
J

2

06

。
㏄

1

1

)

み
ら

れ

る

。

だ

が
、

「
は
し

鷹

」

が

冬

季

の

「
鷹

狩

」

に

詠

ま

れ

て

い
る

例

歌

と

し

て

、

長

暦

二
年

晩

冬

権

大

納

言

師

房

歌

合

の

17

に

み

ら

れ

る

の

み

で

あ

る
。

そ

の
歌

に

は
、

「
は

し
鷹

」
が

冬

季

と

し

て

捉

え

ら

れ

て

お

り

、

そ

れ

を

踏

え

て

『
堀

河

百

首

』
の
詠

歌

に

お

い

て
も

「
は

し
鷹

」

が
冬

季

の
鷹

狩

に
詠

ま

れ

た

と
も

推

察

で
き

よ
う

。

こ

の
よ

う

に
、

「
は

し
鷹

」
を

冬

季

の
歌

題

と
し

て

の

「
鷹

狩

」
に

詠

ん

だ

こ

　
　こ

と
は
、
季
節
の
詠
み
違
え
と
捉
え
る
こ
と
が
可
能

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
『堀
河

百
首
』
成
立
以
降
の
勅
撰
集
で
あ
る

『金
葉
集
』

(躙

・
跚

・
跚
)、
『千
載
集
』

(2
)
で
は
、
「
は
し
鷹
」
が
冬
季
の
詠
歌
や
冬
部
に

「鷹
狩
」
の
歌
群
が
配
列

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
冬
季

の

「鷹
狩
」
に
詠
じ
ら
れ
る
こ
と
の
定
着
が
看

取
さ
れ
、
定
着
に
際
し
て

『堀
河
百
首
』

の
詠
歌
が
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
。

「鷹
狩
」
の
歌
に
お
い
て
、
具
体
的
な
鷹

の
種
類
を
詠
み
入
れ
る
と
い
う

こ

と
は
、
あ
く
ま
で
も
鷹
に
視
点
を
置
き
、
狩

の
方
法
や
そ
の
様
子
を
意
識
し
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

堀
河
百
首
題

「鷹
狩
」
の
歌
語

の
特
徴
と
し
て
は
、
冬

の
歌
題
と
し
て
の
意

識
か
ら
、
冬
の
季
節

の
風
情
を
表
わ
す
歌
語
が
詠
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
「雪
」

は
五
首

(㎜

・
㎜

・
㎜

・
㎜

・
㎜
)
あ
り
、
「吹
雪
」

一
首

(㎜
)
が
み
ら
れ
、

冬
の
年
中
行
事
で
あ
る

「豊
の
明
」

一
首

(劔10
)
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
「鷹
狩
」
に
お
い
て
、
鷹
狩

の
用
語
が
歌
語
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い

　
　ざ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
屏
風
歌
に
お
け
る
鷹
狩
に
も
看
取
さ
れ
る
。
『堀
河
百
首
』
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の

「
鷹

狩

」

に

は

、

「
鳥

立

」
、

「
矢

形

尾

」
、

「
白

塗

の
鈴

」
、

「
を

ぶ

さ

の
鈴

」
、

「
木

居

」

や

「
と

か

へ
る
」
、

「
あ

は

す

」
、

「
据

る
」

等

が

挙

げ

ら

れ

る

。

そ

の

う

ち

、

「
を

ぶ

さ

の
鈴

」

は

詠

ま

れ

て

い
な

い
新

奇

な

歌

語

と

言

え

る

だ
ろ

う

。

こ

の

よ
う

に
、

鷹

狩

に
関

係

あ

る

用

語

を

歌

語

と

し

た
表

現

方

法

は

『
万

葉

集

』

の
鷹

狩

詠

以

来

み

ら

れ

、

そ

の
詠

法

を

継

承

し

な

が
ら

、

新

奇

な

歌

語

を

加

え

て

い
る

と

言

え

る

だ

ろ

う

。

次
に
、
『堀
河
百
首
』
の

「鷹
狩
」
の
十
六
首
に
お
い
て
、.
鷹
狩
の
様
子
を
詠

じ
て
い
る
が
特
徴
的
な
発
想
に
拠
る
詠
歌
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
発
想

の
お
も
し
ろ
い
詠
歌
と
し
て
藤
原
公
実

の
歌

(7501
)
を
挙
げ
ら

れ
る
。

㎜
狩
く
ら
し
上
毛

の
雪
も
は
ら
は
ね
ば
し
ら
ふ
の
た
か
と
人
や
み
る
ら
ん

雪
降
る
中
で
狩
を
し
て
い
る
狩
人
と
白
斑
の
鷹
に
見
違
え
て
し
ま
う
と
い
う

奇
知
に
富
ん
だ
構
成
に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
雪
の
白
さ
と
白
斑
の
鷹

の
白
を

呼
応
さ
せ
、
色
彩
を
意
識
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「上
毛
」
と
い
う
鷹
の
縁
語
に

拠

っ
て
い
る
。

ま
た
、
同
様
に
降
る
雪
の
白
さ
と
真
白
斑
の
鷹
を
呼
応
さ
せ
色
彩
を
意
識
し

た
詠
歌
と
し
て
藤
原
顕
仲

(㎜
)
が
挙
げ
ら
れ
る
。

㎜
ふ
る
雪
に
友
む
れ
鳥
し
る
べ
に

て
お
け
ど
も
み
え
ず
ま
し
ら
ふ
の
た
か

こ
の
詠
歌
の

「友
む
れ
烏
」
は
、
『
堀
河
百
首
』
以
前
に
は
見
え
な
い
難
解
な
新

奇
な
歌
語
で
あ
る
。
確

か
な
こ
と
は
判
ら
な

い
が
こ
の
歌
は
恐
ら
く
、
雪

の
白

さ
と
黒
色

の
烏
と
の
色
彩
的
な
お
も
し
ろ
さ
を
意
識
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
二
首
は
、
色
彩
を
意
識
し
た
構
成
に
拠

っ
た
詠
歌
と
捉
え
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
。

ま
た
、
特
徴
的
に
詠
歌
と
し
て
源
俊
頼
の
歌

(仭10
)
が
挙
げ
ら
れ
る
。

鰍

日
か
け
さ
す
豊

の
明
の
み
が
り
す
と
か
た
の
の
を
野
に
け
ふ
も
く
ら
し

つ

豊

の
明
の
た
め
の
御
狩

の
こ
と
が
詠
ま
れ
、
そ

の
発
想
の
新
し
さ
と
言
え
る
だ

ろ
う
。
ま
た
、
「
日
か
け
さ
す
」
は
、
「豊

の
明
」
に
か
か
る
枕
詞
で
、
こ
の
詠

歌
以
前
に
は
、
『実
方
中
将
集
』
瑠

(『私
家
集
大
成
中
古
1
』
爛
)
に

一
首

の

み
で
あ
り
、
そ
の
歌
の
詞
書
よ
り
、
五
節
の
舞
姫
と
の
贈
答
歌

の
か

へ
し
の
歌

に
見
出
せ
る
。

躙
ひ
か
け
さ
す
と
よ

の
あ
か
り
に
み
し
か
と
も
か
み
よ
の
こ
と
は
は
や
わ
す

れ
に
き

こ
の
こ
と
か
ら
、
「
日
か
け
さ
す
」
は
、
少
な
か
ら
ず
、
こ
の
詠
歌
の
影
響
を

受
け
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
管
見
の
範
囲
で
は
、

「日
か
け
さ
す
」
の
詠
ま
れ
た
歌
は
、
三
首
み
ら
れ
、
㎜
の
他

『永
久
百
首
』

の
冬
の
歌
題

「五
節
」

の
二
首

(ワ「ー

0

ρhU
●
ワ冨

q
U

3
)
で
あ
る
。
そ
れ
ら
三
首
の
う
ち
、

二
首

(脳

・
跚
)
は
源
俊
頼
の
詠
歌
で
あ
り
、
他

の

一
首

(織
)
は
常
陸
の
歌

で
あ
る
。

諭
日
影
さ
す
を
み
の
あ
か
ひ
も
う
ち
と
け
て
立
ち
ま
ふ
人
を
も
て
は
や
す
な

り
跚
日
影
さ
す
と
よ
の
あ
か
り
に
み
つ
る
か
な
我
す

べ
ら
き
の
千
世
の
か
ざ
し

を
こ
の
こ
と
か
ら
、
「日
影
さ
す
」
は
、
詠
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
歌
語
で
あ
り
、

「豊

の
明
」
や

「五
節
」
に
関
す
る
詞
に
関
わ
る
歌
語
と
捉
え
ら
れ
る
で
あ
ろ

う
。
し
か
も
、
源
俊
頼

の
詠
歌
に
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
「日
影
さ
す
」
は
俊
頼

が
求
め
た
新
奇
な
歌
語
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
『堀
河
百
首
』
か
ら

『永
久

百
首
』
の
成
立
時
代
に
は
、
少
な
く
と
も
詠
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
、
竹
下
豊
氏
は
、
源
俊
頼
の
歌

(餌10
)
と
影
響
関
係
が
想
定
さ
れ
る
歌

と
し
て
源
師
頼

(㎜
)
が
あ
り
、
ほ
ぼ
三
句
が

一
致
し
、

一
方
が

一
方
を
意
識

　
　ら
　

し
て
詠
ん
だ
と
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

㎜
御
か
り
す
と
な
ら

の
真
柴
を
ふ
み
し
だ
き
か
た
の
の
里
に
け
ふ
も
く
ら
し

つ

(57)



こ
の
㎜
と
下
三
句

が
同
じ
で
あ
り
な
が
ら
も
、
「日
影
さ
す
」
と
い
う
あ
ま
り

詠
ま
れ
て
い
な

い
新
奇
な
歌
語
に
拠

っ
た
と
こ
ろ
に
源
俊
頼
の
新
し

い
歌
題
を

詠
じ
る
際
の
工
夫
が
看
取
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
「鷹
狩
」
の
十
六
首
に
お
い
て
、
類
似
発
想
の
詠
歌
と
し
て
次
の
二
首

(㎜

・
㎜
)
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
二
首
は
、
藤
原
仲
実

の
歌

(㎜
)
と
藤
原

顕
仲
の
歌

(6601
)
で
、
上
の
二
句
目

の
鷹
の
種
類
と
下
二
句
目
の
鷹
狩
の
場

の

相
違
の
み
で
、
同

一
の
内
容
で
あ
る
。

㎜
や
か
た
尾
の
ま
し
ろ
の
鷹
を
引

き
す
ゑ
て
う
だ
の
と
だ
ち
を
狩
り
く
ら
し

つ
る

㎜
や
か
た
を
の
し
ら
ふ
の
た
か
を
引
き
す
ゑ
て
と
だ
ち
の
原
を
狩
り
く
ら
し

つ
る

こ
の
二
首
に
つ
い
て
は
、
既
に
、
竹
下
豊
氏
が
ご
指
摘
に
拠
る
と
、
藤
原
顕
仲

は
、
『堀
河
百
首
』
詠
進
の
際
に
、
他

の
歌
人
の
影
響
を
受
け
や
す
か
っ
た
ら
し

　

　　
　

い

と

し

、

こ

の
歌

を

挙

げ

て

い
る

。

次

の
四

首

(
-ー凸

匚
」U

nUJ

O

nhU

6

ρhU

7

0

.
0

.
0

●
0

1

てー占

-ー▲

-

)

は
、

類

型

的

発

想

に

拠

っ
て
鷹

狩

の
様

子

を

詠

ん

で

い

る
。

㎜
し

ら

ぬ

り

の
鈴

も

ゆ

ら

ら

に

い
は

せ
野

に

あ

は

せ

て

ぞ

み
る

ま

し

ら

ふ

の

た

か

㎜

み

か

り

す

る

か

た

の

の
原

に
雪

ふ

れ

ば

あ

は

す

る

た

か

の
鈴

ぞ

聞

ゆ

る

㎜

ふ

る
雪

に

行

へ
も

み

へ
ず

箸

た

か

の
を

ふ

さ

の
す

ず

の

お

と

ば

か
り

し

て

㎜

雪

ふ
り

に

し

ら

ふ
鷹

を

あ

は

せ

て

は

鈴

の
音

こ
そ

し

る

べ

な

り

け

れ

こ

れ

ら

四

首

は

、

鷹

に
付

け

て

い

る
鈴

の
音

と

い
う

聴

覚

的

表

現

に

拠

っ
て
鷹

狩

の
様

子

を

詠

じ

て

い

る
。

そ

の
う

ち

の
三

首

(
广a

9

0

ρhU

6

7

0

●
0

。
0

1

1

」ー⊥
)

は

、

雪

降

る

中

で

の
鷹

狩

が
、
鈴

の
音

に
拠

っ
て

知

る

と

い
う

発

想

で
あ

る

。
隆

源

の
歌

(
㎜

)

の

「
を

ふ
さ

の
鈴

」

は

、

詠

ま

れ

て

い
な

い
新

奇

な

歌

語

で
あ

る

が
、

長

暦

二

年

晩

冬

権

大

納

言

師

房

歌

合

(
『
平

安

朝

歌

合

大

成

3
』

砺
)

の
宮

内

の
詠

歌

の

上

二
句

「
箸

鷹

の
と

ふ
尾

の
鈴

の
音

す

な

り

」

と

あ

り

、

そ

れ

を

参

考

に

し

た

と
も
推
察
で
き
よ
う
。

ま
た
、
藤
原
顕
季

の
歌

(㎜
)
は
、
前
述
の
よ
う
に

『万
葉
集
』

(嫺
)
の
大

伴
家
持
の
長
歌
に
典
拠
を
求
め
、
「白
塗
」
の
白
と

「真
白
斑
の
鷹
」
の
白
を
呼

応
し
、
「ゆ
ら
ら
」
と
い
う
擬
声
語
に
拠

っ
て
表
現
し
て
い
る
。

次
に
、
狩

の
様
子
を
詠
じ
る
に
あ
た
っ
て
、
雉
子
を
効
果
的
に
使

っ
て
い
る

歌
と
し
て
次
の
四
首
が
あ
る
。

ア鵬
や
か
た
尾

の
鷹
手
に
す
ゑ
て
朝
た
て
ば
か
た
の
の
原

に
き
き
す
な
く
な
り

　鵬
と
や
か

へ
る
た
な
れ
の
鷹
を
手
に
す
ゑ
て
雉
子
鳴
く
な
る
片
の
べ
そ
行
く

㎜
御
狩
人
ち
か
く
成
行
す
ず

の
音
を
か
た
の
の
き
き
す

い
か
が
き
く
ら
ん

㎜
は
し
鷹
の
し
る
し
の
鈴
の
ち
か
づ
け
ば
か
く
れ
か
ね
て
や
雉
子
鳴
く
ら
ん

こ
の
よ
う

に

「鷹
狩
」
に

「雉
子
」
を
詠
み
入
れ
た
歌
例
は
、
前
述

の
よ
う

に
、
初
期
百
首
で
あ
る

『源
順
百
首
』
の
冬
の
詠
歌

(鵬
)
に
見
出
さ
れ
る
。

こ
の
詠
歌
は
、
既
に
金
子
英
世
氏
が
こ
の
歌
は

「鷹
狩
」

の
中

で

「雉
子
」
を

詠
ん
だ
例
と
し
て
か
な
り
早
い
も

の
と
し
、
秋

・
冬
の

「鷹
狩
」

に
春
の
鳥
と

　

　　
　

い
う
認
識
さ
れ
た
「雉
子
」
を
詠
み
入
れ
た
点
の
新
し
さ
を
ご
指
摘
し
て
い
る
。

颱
き

・
す
な
く
の

へ
に
な
ご
ひ
そ
冬

ご
も
り
か
る

へ
き
も
の
か
人
の
こ
こ
ろ

は
鷹
狩
に
雉
子
を
詠
み
込
む
と
い
う
歌
例
は
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
前
掲
の
長

暦
二
年
権
大
納
言
師
房
歌
合
に
お
い
て
詠
ま
れ
、
定
着

の
傾
向
が
看
取
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。

『堀
河
百
首
』

の

「鷹
狩
」
に
お
け
る
雉
子
を
詠
じ
た
四
首
は
す
べ
て

「交

野
の
雉
子
」
が
詠
じ
ら
れ
、
そ
の
う
ち
の
三
首

(7

8

2

ρnU

ρnU

ワ」■

0
●
0
●
O

1

1

1ー亠)
は
、
「
雉
子
鳴

く
」
と
し
、
鳴
き
声
を
主
と
し
て
聴
覚
的
表
現
を
効
果
的
に
使

っ
た
も

の
と
捉

え
ら
れ
よ
う
。
そ
の
点
か
ら
考
え
る
と
、
前
述

の
よ
う

に

『源
順
百
首
』

(颱
)

鷹
狩
の
歌
に
雉
子
が
詠
ま
れ
、
『曽
根
好
忠
集
』
(跏
)
に
は

「
交
野
」
と
共
に
、

「き
き
す
な
く
」
と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
の
歌

の
影
響
を
少

な
か
ら
ず
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
四
首

の
う
ち
の

一
首

(58)



(㎜
)
は
、
聴
覚
的
表
現
を
中
心
に
す
え
、
捕
わ
れ
る
雉
子
に
視
点
を
置
い
た

発
想

の
詠
歌
と
言
え
る
。

跚
き
き
す
な
く
か
た
の
の
原
を
す
き
ゆ
き
て
は
木
の
葉
も
こ
と
に
色

つ
き
に

け
り

大
き
な
鳴
き
声

で
あ
る
雉
子
は

『
古
事
記
』
や

『万
葉
集
』
に
求
婚

の
歌
謡

に
み
ら
れ
、
そ
れ
以
来
雉
子
は
妻
を
求
め
て
高
く
鳴
く
鳥
と
し
て
数
多
く
詠
れ

て
い
る
。

そ
の
雉
子
が

『永
久
百
首
』
に
お

い
て
、
春
の
歌
題
と
し
て
み
え
、
そ
の
七

首
は
い
ず
れ
も
雉
子
の
鳴
く
声
を
中
心
に
し
、
聴
覚
的
に
詠
じ
て
い
る
。
そ
の

う
ち
三
首

(7

0

nノ凵

0

●
1

●
1

1■」

1

1
)
は
、
狩

の
詠
じ
た
歌
で
、
そ
の
う
ち

一
首

(m
)

は
、
鷹
狩
を
詠
ん
で
お
り
、
少
な
か
ら
ず
鷹
狩
が
冬
季

の
歌
材
と
し
て
明
確
に

定
着
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
窺
え
る

で
あ
ろ
う
。

皿
す
ず
の
音
や
ち
か
く
な
る
ら
ん

み
か
り
の
に
か
く
ろ

へ
か
ね
て
き
ぎ
す
鳴

く
な
り

こ
の
よ
う

に
、
堀
河
百
首
題

「鷹

狩
」
で

「交
野
」
と

「
雉
子
」
を
詠
じ
た

歌
は
、
少
な
く
と
も
前
掲
の

『順
百
首
』
の
歌
や
好
忠
の
詠
歌

の
影
響
に
拠

っ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
捕
え
ら
れ
る
雉
子
が
鳴
く
と
い
う
聴
覚
的
表
現
に

拠

っ
て
拡
が
り
を
も
た
せ
た
詠
歌
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
『堀
河
百
首
』
に
お
け
る

「鷹
狩
」
の
特
徴
と
し
て
、
い
く

つ
か
の
類
形
的
発
想
に
拠

っ
た
も
の
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま

と
め
て
み
る
と
、
雪
の
白
さ
と

「白
斑

の
鷹
」
の
白
を
呼
応
さ
せ
、
色
彩
を
意

識
し
た
り
、
鈴

の
音
や
雉
子
の
鳴
く
声
と
い
う
聴
覚
的
発
想
に
拠

っ
て
鷹
狩
の

様
子
を
詠
じ
た
り
と
様
々
な
詠
法
の
工
夫
が
看
取
で
き
る
。
ま
た
、
「石
瀬
野
」

「う
だ
野
」
「比
良
」
の
よ
う
に
従
来
あ
ま
り
詠
ま
れ
て
い
な
い
歌
枕
、
地
名
を

『万
葉
集
』
や
古
歌
に
求
め
、
し
か
も
、
『堀
河
百
首
』
詠
出
歌
人
達

の
詠
歌
に

そ
れ
ら
が
散
見
で
き
る
と
い
う
特
徴

が
み
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
類
形
的
な
発
想
を
し
な

が
ら
も

「
日
影
さ
す
」
や

「友
む
れ
烏
」

の
よ
う
な
新
奇
な
歌
語

に
拠

っ
た
独
自
な
詠
法

の
工
夫
が
み
ら
れ
る
こ
と
も

「鷹
狩
」

の
特
徴
の

一
つ
と
し
て
挙
げ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

類
形
的
な
発
想
に
拠
る
詠
法
は
、
「鷹
狩
」
と

い
う
比
較
的
新
し
い
歌
題
で
あ

る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う

が
、
既
に
、
竹
下
豊
氏
が
ご
指
摘
さ
れ
て
い
る

よ
う

に
、
詠
出
歌
人
達
が
百
首
歌
詠
出
に
当

っ
て
、
歌
人
間
の
共
通
の
話
題

・

関
心
や
詠
出
資
料
と

い
っ
た
も
の
や
歌
人
達
の
交
流
が
も
た
ら
し
た
も
の
と
考

　

　　
　

え

る

こ

と

も

可

能

で
あ

ろ
う

。

〈
注

〉

(
1
)

橋

本
不
美

男

、
滝

沢
貞

夫
著

『
校
本

堀
河

百
首

和
歌

と
そ

の
研

究

本

文

研
究

篇

』

(昭

51

笠

間
書

院
)

参
照

。

(
2
)

三

原
ま

き

は

「
歌
題

の
確

立

と
変
遷

」

(「
学
習

院
大

学
国

語
国

文
学

会
誌

」
第

38
号

、
平

7

・
3
)
参

照
。

(3
)

西
山
秀
人

「後
撰
集
時
代
の
屏
風
歌
ー

貫
之
歌
風
の
継
承
と
新
表
現
の
開

拓
l

」
(『和
歌
文
学
論
集
5
』、
平
7

風
間
書
房
)
参
照
。

(
4
)

前

掲

(
3

)
に

同

じ

。

(
5
)

竹

下
豊

「
『堀

河
百

首
』
の
成
立

事
情

と

そ

の
性

格

ー

堀
河

百
首

研
究

(
一
)

ー

」

(
「
女
子

大
文
学

国

文
篇

」
第

36
号

、

昭

60

・
3
)

(
6
)

前

掲

(
5
)
に
同
じ
。

(
7
)

金

子
英

世

「
「
源
順

百
首

」

の
特
質

と
初

期
百

首

の
展
開

L

(
「
一二
田
国

文

」
第

19
号

、
平

5

・
12
)
参

照
。

(
8
)

竹

下
豊

「
『
堀
河

百
首

』
と
出

詠
歌

人

の
別

詠

-

堀
河

百
首

研
究

(
二
)
ー

l

」

(「
女

子
大

文
学

国

文
篇
」

第

37
号
、

昭

61

・
3
)

本

文

に

引

用

し

た

『万

葉

集

』
、

『
古

今

六
帖

和

歌
』
、

『
堀

河

百

首

』
、

『永

久

百

首
』
、

勅
撰
集

は
、

『新

編
国

歌
大

観
』

(歌

番
号

も
同
本

に
拠

る
。
)
に
拠

っ
た
。

た

だ

し
、

表
記

に

つ
い
て
は
改

め
た

と

こ
ろ
が
あ

る
。

(59)
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